
 

  ロンドンオリンピック応援記 

 

ロンドンにいます。今から８時間ほど前まで、競泳会場にいまし

た。 200ｍバタフライに出場する松田丈志選手の応援のためで

す。応援？ ちょと違うかも？ 何かを確かめたかったのかも知

れません。 

 

 結果は、課題だった最後の５０メートルのタイムは２９秒６５、世

界選手権より１秒もタイムアップ、彼がこの４年間目指したことが

完璧にできました。タイムも１分５３秒２１でフィニッシュ、あの伝

説の高速水着レーザーレーサーが禁止されてからの最高の記

録でした。でも、、、、タッチの差で銅メダルと、目標の金メダル獲

得はなりませんでした。またあのフェルプスにも届きませんでし

た。松田選手はレース後、「会心のレースができた」とすっきりと

した表情で話しました。 

 

後述の文章は行きのフライトの機内で綴ったものです。 

今、僕はこの２年間彼に関わったことはなんだったのか？  

まだ答えは出ません、、、 

 ２週間前に僕の親父が死にました、１４年の闘病生活でした。僕

には厳しい親父でしたが、いまは尊敬しています。親父もよくが

んばりました。 

 

松田君と、親父を「本当にお疲れ様でした、よくがんばった、あり

がとうございました」って抱きしめてあげたいです。 

 何時間後かに、日本に飛びます。 

 

～～以下は、行きの機内でつづりました～～～ 

本日、７月３０日早朝、福岡空港に職員に見送られながら向かい

ました。そう競泳に出場する松田丈志選手の応援のためです。今

ロンドンに向かう飛行機の中でこれを書いています。 

 

僕と松田丈志選手との出会いはもう２年近く前になります。 

もともと松田選手のことは日本を代表する競泳選手、九州出身者、

僕自信も高校時代に専門としていたバタフライ選手であること等

で応援している選手でしたが、北京オリンピックで銅メダルを獲

得したことで郷土の誇りである選手として認識していました。 

 そんな松田選手のことを北京オリンピックが終わり１年半近く経

ったころ、新聞に松田選手がスポンサー探しに奔走しており、こ

のままでは競技生活が困難な状況であることが連載されました。

新聞を見た僕は、張先生、湯朝先生と「可能な範囲でなら応援で

きるかもしれない」と話し合い、当日中に秘書の阿部に松田選手

が所属している東海スイミングクラブに連絡してもらいました。

「とりあえず会ってみよう」ということとなり、なんと久世コーチ、松

田選手お二人でクリニックに訪ねて来ていただきました。彼は「フ

ェルプスを倒したい、メダルを一度に９個とった化け物に勝ちた

い、でもこのままでは、泳ぎ続ける環境がない、、、」と彼の想い

を、すごい気持ちを感じました。 

僕達は「十分ではないが、可能な範囲のサポートをしてみたい」

と話し合い、そして僕らの関係がはじまりました。 

 

松田選手の印象は、「一流のアスリートが持つ独特なオーラを放

ち、がっちりした落ち着いた青年」です。僕は仕事柄、たくさんの

スポーツ選手に関わってきました。競技によっては一流のアスリ

ートと呼ばれている選手に実際に会ってみると、人間としてもオ

ーラは感じても、意外にもストイックに体をあたかも武器のように

毎日研ぎ澄まして鍛え続けているからこそ出せるオーラを放つ

選手は少ないと思っています。これは一流のスポーツマンといっ

てもショースポーツの要素がある競技と、純粋な勝負のみをする

スポーツとの差かもしれません。マラソン、柔道、レスリング、陸

上選手や競泳等の選手は後者で、実際に会うとオーラをビンビン

に放っていることを感じることがありますが、松田選手にはそう

いった研ぎ澄まされたオーラを強く感じたことを思い出します。 

 

僕等にとって、松田選手をサポートするメリットは、当院は小さな

クリニックです。全国規模で仕事をしているものではないので、

正直言って広告効果はほとんどありません。でも当院のスタッフ

に、松田選手という「世界と戦う人間」と関わりあわせることがで

きるという、教育的なメリットがあったと思っています。田舎のクリ

ニックではなかなか超一流のスポーツマンと関わり合うチャンス

はありませんから。医療従事者も競争の時代です。生き残りは大

変です。一流の医療従事者になるには自己努力、経験が必要で

すが「超一流選手に関わったことがある」ということも、将来役に

立つ経験なのです。「きっと、松田選手と関わったスタッフにとっ

てすごい体験になるから、、」そう信じていたので、当初はとても

松田さんへのサポートが僕にとっては喜びでした。 

 

 実際にこの２年間は主にリハビリスタッフを様々 な形で松田選

手と関わらせていただきました。東京、鹿児島、宮崎、アメリカ

様々 なところにスタッフを派遣しました。もちろんそのたびに出張

の交通費、宿泊代、食費、不在による人件費等すべて僕持ちでし

た。計数千万になりました。いままで海外研修、派遣等は一度も

僕はスタッフに自己負担をさせてことがありません。すべて「きっ

となにかをつかんでくれる」と僕が負担してきました。これは間違

いだったのかもしれません。 

 

 これに関しては、今後の人生で役に立つ経験と感じてくれたス

タッフもいます。でもそうではないスタッフも多くいました。一度に

多額の出張費が発生したライアン・ロクテとのアメリカ・フロリダで

の合同練習に帯同したスタッフは退職後、「業務命令だった」とま

で弁護士を通じて内容証明を送りつけてきたくらいです。本当に

がっかりします。そんな気持ちの人間を松田選手に関わらせたこ

とが申し訳ないくらいです。 

 実際には松田選手にとって、クリニックのスタッフは彼が心から

求める人材ではなかったはずです。まだまだ彼レベルのトップア

スリートをケアする実力が伴っていないからです。それでも松田

選手は関わらせてらせてくれました、本当にありがたかったで

す。 

 でも僕の目標というか、本心はいつか松田選手から、「江本クリ

ニックのスタッフの○○さんを帯同スタッフとして貸してほしい」と

言われるスタッフが育つことでした。でも、２年間の結果は「惨敗」

でした。「クリニックがお金を払うのなら経験してみたい、、でも自

分でお金を一部でも払うのなら嫌だ」、、これが多くのスタッフの

答えだったみたいです。 

 

 一流の人間に関わることができるのは一流になること以外方法

はありません。そのための努力を若いときにやらなかった人に

そのチャンスは訪れないことをわかってほしかったのですが、

同じ気持ちではない職員が多いことに改めて気づかされました。

「苦労は買ってでもしろ！」、「若いときはすべてを犠牲にしてでも、

努力しろ、一流になりたいなら、、」は、もう通用しないみたいです。

そんなことはわかっていたつもりですが、、 

 

でも本当に一握りですが同じ気持ちの職員もいました。彼等は僕

の宝です。そんな彼等をもっと大事にしたい、その想いも強くなり

ました。でもなぜか宝物のスタッフの肩身が狭いような世の中で、

怒りさえ感じることが多いですが、、 

 

今年の初めまでは、ロンドンには行かずに、日本で応援するつも

りでした。 

はじめは世界と戦う松田選手のサポートが、、なにかできれ

ば、、、 

僕も「いちスイマーだった」ことから、日本人の、九州人の、何より

も努力し続けた人の金メダルをみたい、、 

 付加価値として、「世界と戦う松田選手にクリニックスタッフを関

わらせてもらい、経験させることでリハスタッフに今後の人生に

役に立つ、何かをつかんで貰えれば、、」そう思った、想い続けた

２年間でした。 

 

僕自身が選んだ「松田選手のサポート」というかけがえのない経

験をさせて貰えたことは僕の人生の最良の経験の一つだと想っ

ています。それに反面の経済的負担、人材的負担、精神的葛藤

の成果がなんだったのか？ 

 

 松田選手が北島さんの１００Ｍ平泳ぎの結果を見て「何が起こる

かわからないのが、オリンピックだ、、」とツィートしたと聞きまし

た。どんなに努力しても報われないことあるはずです。きっと報

われないことの方が多いのでしょう。 

 でも「センターポールに日の丸を、、」それを見たときに松田選

手、久世コーチは何を思うのか？ 僕は何を思うのか？ 

 松田さんの４年の努力が実らなかった時には、それを見たとき

に、僕は何を想うのか？ 

 

病院を空けて申し訳ない、でもやっぱりロンドンで、オリンピック

会場で、自分の目で確かめたくなりました。 

そして今、ロンドンへ飛んでいます。 

戦いは現地時間の７月３１日、明日です。  

 It's time ! 

 

 

 

 


